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	　　　　　　　　　　　　　　　２０10年　中国の感染症

２月１１日に中国衛生部から、２０１０年の中国における法定伝染病発病者、死亡者数の公表がありました。中国の感染症の現況をとの要望話がありましたのでお知らせいたします。近い大国の感染症の現状が判ると思います。
2月11日に中国衛生部から「2010年全国法廷伝染病疫情」の公表（速報値）がありました。2005年と対比した概要は次のとおり。なお、5月中旬に確定値の公表があるのですが、見つかりません。

2月11日の中国衛生部公布文書のアドレス：

http://www.moh.gov.cn/sofpro/cms/previewjspfile/wsb/cms_0000000000000000207_tpl.jsp?requestCode=50612&CategoryID=572
2010年の概要（2005年との比較）

　発病者数の合計では、丙類に手足口病が追加されているので、全体で発病者が45％近く増加している。死亡者数は後天性免疫不全症候群（エイズ）が増えたので、15％増加している。

　主な疾患に関して、後天性免疫不全症候群が、発病者数で3倍、死亡者数で6倍に増加している。2009年10月に中国衛生部から全HIV感染者（発病者含む）が約32万人との公表があり、社会的な問題となっている。なお、梅毒は減少している。肺結核は減少傾向にある。消化器系疾患である細菌性・アメーバ性赤痢、コレラ、腸チフス・パラチフスなどは減少しており、対策が順調に進んでいるものと考える。狂犬病は減少傾向にある。蚊によって媒介される日本脳炎、マラリア症は減少傾向にある。デング熱は増加しているが、南部ベトナム国境地帯の風土病と聞いており、あまりにも数値が低い。丙類の手足口病に関して、2005年の統計が無いので比較はできないが、死亡者数が多いと思う。

　２０１０年中国法定伝染病報告発病者、死亡者統計表（抜粋、2005年比）

　（疾病名の訳：笈川）

２０１０年

２００５年

発病者数

死亡者数

発病者数

死亡者数

法定伝染病合計

6,409,962
 15,257

4,428,548
13,263

甲乙類伝染病合計

3,185,932
 14,289

3,508,114
13,185
内数　後天性免疫不全症候群

15,982
7,743　

5,621
1,316

    梅毒

358,034　

　　69

126,445 

  74

肺結核

991,350
  3,000

1,259,308
 6,713

細菌性・アメーバ性赤痢

252,248
  36

456,541
 157

コレラ

157　
0

973

4

腸チフス・パラチフス

14,041

3

34,696

14

狂犬病

　2,048

2,014    

2,537

  2,545

日本脳炎

2,541

  92

 5,097

  214

デング熱

  223

0

  40

1

マラリア症

  7,389

14

  39,656

  45

丙類伝染病合計

3,224,030
   968

920,434
  78

      手足口病

1,774,669
  905

－

－

法定伝染病の全疾患は、エクセルファイルの表を参照してください。

パソコンの設定によっては、中国語の出力ができないので、中国衛生部の公布文書をpdfファイルにしたものを添付します。（笈川）
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